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[目的]Inversion Recovery(IR)法を用いる撮像では年齢や体温の変化に対応した適切

な inversion time(TI)の設定が重要であり、TI の算出には迅速な T1 値の測定が必要

となる。本研究では、Synthetic MRI の最適な T1 値測定用撮像プロトコルの検討を行

ったので報告する。 

[方法]MRI 装置は GE 社製 Discovery MR750W を使用し、T1 値の異なる測定用試料とし

てデキストリン水溶液(15wt%、25wt%、35wt%、45wt%)を作成した。Synthetic MRI の各

パラメータ TR、Slice thickness、ETL、NEX、BW、Asset Factor(AF)、Matrix(Freq、

Phase)を変え試料を撮像し、専用のアプリケーションを用いて T1 値を測定した。T1 値

に変動があったパラメータに対して T1 値から TI を算出し、FLAIR 撮像を行った。そし

て、試料部分の信号強度から IR による信号抑制の程度を評価して最適な撮像条件を検

討した。 

[結果]測定した試料の T1 値は TR、NEX、AF で変動がなく、Slice thickness、ETL、BW、

Freq、Phase において変動を認めた。その中で、撮像した FLAIR 画像の試料部分の信号

強度値が最も低かったのは、Slice thickness:2mm、ETL:16、BW:15.63Hz/pixel、Freq:160、

Phase:512 であった。また、全ての撮像条件で試料部分の信号抑制が行われていること

が視覚的に確認された。 

[結論] Synthetic MRIの T1値測定用プロトコルの最適な撮像条件は、TR:4000ms、NEX:1、

AF:2、Slice thickness:2mm、ETL:16、BW:15.63Hz/pixel、Freq:160、Phase:512 が最

適であると考える。しかし、T1 値の変動があったパラメータにおける FLAIR 撮像で試

料部分の信号は視覚的に抑制されており、TI の算出に Synthetic MRI の撮像条件は大

きく影響しなかった。よって、TI の算出を目的として T1 値のみの測定を行う場合に

Synthetic MRI の撮像条件は、撮像時間短縮を優先にした設定も可能であると考えられ



た。 


